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芳、ナムョン、美恩、ミョウちゃんが九州から持って帰ってきた • 

．
 
、’

• 1月の誕生日パーティー

・教会のクリスマス・セレプレーション



北海道旭川-友達のお母さんの50年の焼鳥専門店
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北海道旅行3人組

芳、 美恩、竜弥
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今度はリフトに行くよ
～ぶ

北海道旅行--初めての雪、初めてのスキー、
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日本語ニュースの授業ー警察本部見学
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沖縄の留学生活は終わったけど、

これを新しいスタートとして

夢を向かって精いっぱい頑張りましょう、

また、世界のどこかで会いましょうね。 YA!!

• 
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平成

ワシ ン

最初の日本への留学は二年前のことだった。

当時、まだ大学三年生の私は台湾の淡江大学の

交換留学生として、日本の古都一京都、京都橘

女子大学に一年間留学した。そして京都から台

湾に戻ってきて、淡江大学大学院の日本研究科

に入ることになった。私は日本語学科出身で、

自分の日本語が上達するように、また、大学院

の研究方向を探るために、もう一回日本に行っ

てみたいと思っていた。その時、ちょうど沖縄

県の県費留学生の募集があり、私は幸いに淡江

大学の代表として、台湾の文部省での面接を受

けることになった。大学時代に日本外交史の授

業を取って、最後に沖縄に関するレポートを提

出した経験があるので、沖縄と私は何か縁があ

るような気がした。合格通知が来たとき、もう

出発するまでは僅か半年しか残っていなかった。

出発する日時の連絡は一週間前に来て、間もな

＜沖縄での留学生活がスタートすることになっ

た。

-l51-

の

法文学部

2002年 2月 9日、 のチューターから

ほうれん草と大根をもらった。



前も述べたように、私は二年前に京都に留学した経験がある。そのとき、余暇を利用して、

日 を回った。だから、沖縄に来る前に沖縄に対するイメージは日本内地へのイメージと

っていた。しかし、今回沖縄に来て、初めて沖縄というところはこれまで私が持っていた

日本のイメージと違っているのに気づいた。

例えば、沖縄では、日本語と違う沖縄方言（ウチナーグチ）があり、現代の沖縄の若者は理

できなくなっているけど、日常”生活の単語はまだよく方言を使っている。歴史上から言えば、

沖縄県になる前に、琉球王国があった。その王国は中国と五百年余りの交流があって、中国の

をかなり受けていた。そういうわけで、今の沖縄では、よく日本の内地と全く違って、中

風のものを見かける。地理上から

け、平均温度と湿度は日本内地よりも高い。また、

では台風がよく来る地域なので、建物は殆ど

く建てられる。古い民家のほうは漆喰を使い、

は風雨に強い瓦をも使っている。その多くの

民家は屋根の上に魔除けの「シーサー」（沖縄で、

にとりつける素朴な焼物の唐獅子像）を飾

り、また、家の には、魔除けの「石敢当」（沖

縄や九朴I南部で、道路の突き当たりや門・橋など

に「石敢当」の三文字を刻んで建ててある碑。中

国伝来の民俗で、悪魔よけの一種）が置かれてい

る。だから、沖縄の空港を出て、誰でもすぐここ

が日本内地とは全く違っていると思うだろう。

2002年 2月 16日、沖縄県庁の前に

シーサーと仲よし五人＾

沖縄の特徴と言えば、青い海と青い空と言ったら誰も否定しないと思う。海に囲まれている

沖縄は、夏になると、ビーチで遊んだり、ダイビングをしたりする人が大勢いる。海に潜って、

去） を見たりするのは、海が好きな人にとって、沖

い空を仰ぐと、全ての煩悩 切り、 てしヽ<、)

太
J リご） える C9

い海と青い空がある

からこそ、沖縄の人の心は軽やかなのではないでしょう

他には、琉球舞踊、エイサーがあり、 もひとつの特徴とも言えると思っている。
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まず、去年から習った琉球舞踊について話したいと思

う。琉球舞踊には大まかに古典舞踊と雑踊りに分かれて

いる。古典舞踊は首里王府時代に宮廷舞踊として確定さ

、雑踊りは明治以降に庶民を題材にした躍動感あふれ

る踊りだ。授業の後期に入って、自分が忙しくなって、

琉球舞踊の稽古ができなくなってしまったが、興味があ

るので、時間の余裕があれば、首里城公園の琉球舞踊を

も見にいったりする。

次は、私の大好きなエイサーのことを話したい。エイ

サーというのは、もともと旧盆（旧暦のお盆）に行われ

る念仏踊だ。何年か前から、見られる祭りになるように、

観客の動員も最高潮の夏一番のイベントになるらしい。

玉泉洞のエイサーショー、琉大祭の法文学部のエイサー

は、私の心を魅了する。陽に焼けた沖縄の若者が一番カ

ッコよく見えるし、ぱっちりとした目鼻立ちのすっきりした女性たちが一番美しく見える沖縄

人と一緒に写真をとる＾

の彩りだ。

最後に、沖縄のもう一つ特徴とも言える米軍基地に

ついて話したい。日本において、米軍基地があるとこ

るには沖縄に限られないが、沖縄の米軍基地の密度は

日本国内ーとよく知られている。重要な基地は嘉手納

基地と普天間基地がある。基地の中に勝手に入れない

が、七月 リカ建国記念日期間に、催されるカデ

ナカーニバルの日に限って自由に見学することができ

る。基地はやはり外と違い、道路は大きくて、軍事用

のものがたくさん置いてある。沖縄にある米軍基地の

是非については外国人の私には言えないけど、米軍の

ヘリコプターや戦闘機などよく低空飛行するから、私

だけではなく、ほかの沖縄に住んでいる人の生活にも

大きく影響を与えていることは確かだ。 2001年の琉大祭で、私の隣はだ～れ？
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台湾と似ている と こ ろ

沖縄に来る前に、私はよく沖縄が台湾に似て

いると耳にした。沖縄に着いた日に、真っ暗だ

ったので、周りは一体何があるのか全然分から

なかった。夜が明けて外へ行ってみたら、私が

持っていたイメージと全く異なっていた。台湾

に似ていないし、日本でもない気がした。しか

し、時間が立つにつれて、沖縄と台湾の似てい

るところがだんだん増えてきた。一番はやく気

づいたのは、沖縄のバスは時間通り来ないこと

だ。沖縄のバスiま時刻表があるが、台湾と同じ

ように車が多くて、よく渋滞するから、時刻表

があってもないと同様だ。これは沖縄と台湾が

一番似ているところだと思っている。もう一つ

には、沖縄の人は台湾の人と同じように情熱的

だ。二年前京都に留学したとき、日本人の友達ができたけど、友達ができるまでにかなり時間

2001年 12月 26日、北谷の某ゲームセンターで

一番可愛いのは誰？

がかかった。しかし、沖縄にいる人々はみな暖かい心を持ち、みな親切なので、ここに着いて

間もなく友達がたくさんできた。

2001年 12月 30日に海洋博記念公園での民家で

友達と日本での初めての五目並べ，、
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先生たち

＇ぷfむ

2001年の夏に久高島へのフィールドワーク＾

沖縄に来る前に、

台湾の先生方は私

に現在沖縄にいる

たくさんの先生を

紹介してくれた。

琉大の授業が始ま

ると、私はすぐ東

洋史専門の赤嶺守

先生を訪ねていっ

て、相談を持ちか

けた。赤嶺先生の

お蔭で、自分が研

究したいものを探すことができて、ようやく研究する範囲を決められ、 資料の収集もできるこ

とになった。後期になって、先生の講義を通して、沖縄のことだけではなく、台湾についても

色々と勉強した。また、哲学専門の井川義次先生がいる。私の専門は哲学ではないけど、先生

の授業で私の興味がある宗教や中国思想をたくさん学んで、ゼミナールで、先生と他の学生と

激しい討論もした。ほかには、中国文法論の兼本敏先生、民俗の小熊誠先生（沖国大）、赤嶺政

信先生、鈴木寛之先生、国際関係の比屋根照夫先生、そして、日本語の先生方々が、みな親切

で私を色々と助けてくれて、誠に感謝する。

友達
9 9 9 9 9 9 99 9 

今回の沖縄での留学生活の中で、一生忘れられないのは友情だと思う。

平成十三年度の沖縄県費留学生の中には、台湾以外、世界各地からやって来た様々な人がい

た。アルゼンチン、アメリカ、インドネシア、韓国、 シンガポール、タイ、中国、フィリビン、

ボリビア、プラジル、マレーシア、メキシコから来た県費留学生の中には、日系人は七人いて、

アジア諸国から人は十一人いる。私はインドネシアから来たディアンとは同じ寮の同じ階に住

んでいるから、お互いに助け合ったり、勉強を励ましあったりするので、私にとって彼女は一

番親 しい友達だ。もちろん、 彼女だけでなく 、タイの M、ヒィリピンの Grace、と マレーシアの

イズワンも他の留学生より非常に仲がよい。
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また、琉大では台湾人から結成

された台湾留学生会があって、そ

れを通してもたくさんの友達がで

きた。その中で、たまちゃんとい

う面白い台湾人を紹介していきた

い。彼女は台湾の嘉義の出身で、

私費で琉大で日本語を勉強しにき

ている。彼女は私より年下だけど、一

台湾語が非常に上手で、よく私に

色々な私にも分からない方言を教

えてくれる。彼女のお蔭で、私は

母国語をもう一度学習する意欲が I 2002年 2月 11日、
でてきた。沖縄にいながらも母国

のことを忘れずにいるのは一番大事だと思っている。

暦のお正月を迎える。

これ以外にも、日本人の友達がたくさんできた。台湾で勉強した経験がある医学生を通して、

琉大の医学部の人たちとも親しくすることができて、沖縄の各地へ遊びに行った。

2001年の琉大祭に友達と をとる。
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現在の台湾には日本との国交がないが、日本と台湾との実質的な外交機能を維持し、双方の

国民の交流を促進するために、日本は「日本交流協会」、台湾は東京・大阪・福岡に「台北駐日

経済文化代表処」という民間機関を設置している。沖縄では「中琉経済文化代表処」も設置さ

れている。台湾と沖縄は歴史上や地理上において、深く関わりがあり、台湾では日本に対する

関心が深まっているので、私はこの一年間体験したことや学習していたことを生かして、沖縄

と台湾との交流を深めていき、沖縄と台湾との掛け橋になれるように努力していきたいと思っ

ている。

私の誕生日パーティーと共にさよならパーティーを開く＾
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